
平成13年度「貸借対照表」 

 

平成13年度決算報告 

平成13年度「資金収支決算」 平成13年度「消費収支決算」 

「土地」の2億9,171万円減少は、追分グラウンド売却によるものです。「建物」
の2億4,287万円増加は、松の浦セミナーハウス等の取得によるものです。
「引当特定預金」の29億8,807万円増加は、「退職給与引当特定預金」が減
少したものの、「再構築引当特定預金」「第2号基本金引当特定預金」「第3
号基本金引当特定預金」が増加したことによるものです。 
「現金預金」が8億1,156万円増加し、計上額は78億8,765万円となって
おり、この額は資金収支計算書支出の部の「次年度繰越支払資金」と同額と
なります。 
 
「長期借入金」の6億3,993万円減少は、毎年度返済に伴う減少に加え、私学
事業団借入金の一部繰上げ償還によるものです。 
「未払金」の１億1,385万円減少は，退職金支給額が減少したためです。「未
払金」には、3月末退職者への退職金が含まれており、これは昨年度と同様に
本年3月31日が金融機関休業日にあたり、退職金の支払いが4月1日となっ
たため、退職金支出が未払金となったことによるものです。 
 

追分グラウンドの土地売却額を計上した
ことにより、2億5,894万円増加してい
ます。 
入学金と学費の増額改定、前受金納入者
の増加、葵寮開設に伴う舎費収入が新た
に発生したことにより、１億5,019万円
増加しています。 
第4研究室棟等の建設工事が完了したこ
とに伴う各種引当特定預金の資金移動に
より、14億8,240万円増加しています。 
 
松の浦セミナーハウスや第4研究室棟、
総合グラウンド管理棟などの竣工に伴い
7億2,211万円増加しています。 
第2号基本金引当特定預金等への繰入れ
などにより9億1,139万円増加しています。 

 (単位:千円） 

収 入 の 部 

学 生 納 付 金  
手 数 料  
寄 付 金  
補 助 金  
資 産 運 用 収 入  
資 産 売 却 差 額  
事 業 収 入  
雑 収 入  
帰 属 収 入 合 計  
基本金組入額合計 
消費収入の部合計 
当年度消費収入超過額 
前年度繰越消費収入超過額 
翌年度繰越消費収入超過額 
 

科　　　　　　目　 平成13年度　  平成12年度　 　 前年比　　 
１３,８１１,０８５ 
１,１７０,７１４ 
１４２,１１４ 
１,１７３,１４３ 
２３５,１３９ 
１０８,２８５ 
１６８,２４９ 
２４８,２４４ 

１７,０５６,９７３ 
△　４,０３２,６２４ 

６０,９５５ 
１,３９２,４２８ 
１,４５３,３８３ 

１３,５８６,８５１ 
１,１２５,４７８ 
５２,０２２ 

１,２０１,６９５ 
２００,６７９ 
８４,３１２ 
１４８,８８１ 
２０８,５１１ 

１６,６０８,４２９ 
△ ３,６６９,１４１ 
１２,９３９,２８８ 
１１,３３８ 

１,３８１,０９０ 
１,３９２,４２８ 

２２４,２３４ 
４５,２３６ 
９０,０９２ 

△　　 ２８,５５２ 
３４,４６０ 
２３,９７３ 
１９,３６８ 
３９,７３３ 
４４８,５４４ 

△　  ３６３,４８３ 
８５,０６１ 
４９,６１７ 
１１,３３８ 
６０,９５５ 

支 出 の 部 
科　　　　　　目　 平成13年度　  平成12年度　 　 前年比　　 
人 件 費  
（退職給与引当金繰入額） 
教 育 研 究 経 費  
（ 減 価 償 却 額 ） 
管 理 経 費  
（ 減 価 償 却 額 ） 
借 入 金 等 利 息  
資 産 処 分 差 額  
徴 収 不 能 額  
消費支出の部合計 
 

７,６７８,７７９ 
（４４６,６８５） 
３,９２３,７３７ 

（１,５０８,８４０） 
９６９,０８１ 

（１６２,５６０） 
１５１,０８５ 
２４０,２４２ 
４７０ 

１２,９６３,３９４ 
 

７,８１０,５９５ 
（４３９,５０１） 
４,０８１,２２２ 

（１,５３１,７３８） 
８４１,０５３ 

（１６２,７７５） 
１７８,７７９ 
１５,９１１ 
３８９ 

１２,９２７,９４９ 

△  　１３１,８１６ 
（７,１８４） 

△  　１５７,４８５ 
△　（２２,８９８） 

１２８,０２８ 
△　　 （２１５） 
△　　 ２７,６９４ 

２２４,３３１ 
８１ 

３５,４４５ 

 (単位:千円） 

収 入 の 部 

学生納付金収入 
手 数 料 収 入  
寄 付 金 収 入  
補 助 金 収 入  
資 産 運 用 収 入  
資 産 売 却 収 入  
事 業 収 入  
雑 収 入  
借 入 金 等 収 入  
前 受 金 収 入  
そ の 他 の 収 入  
資金収入調整勘定 
収 入 計  
前年度繰越支払資金 
収 入 の 部 合 計  

科　　　　　　目　 平成13年度　  平成12年度　 　 前年比　　 
１３,８１１,０８５ 
１,１７０,７１４ 
１１９,９２８ 
１,１７３,１４３ 
２３５,１３９ 
４００,０００ 
１６８,２４９ 
２２８,８６１ 

０ 
４,６０１,４９８ 
２,３６３,２５５ 

△　４,６３２,６９０ 
１９,６３９,１８２ 
７,０７６,０８９ 
２６,７１５,２７１ 

１３,５８６,８５１ 
１,１２５,４７８ 
２,４５０ 

１,２０１,６９５ 
２００,６７９ 
１４１,０５５ 
１４８,８８１ 
２０７,２３１ 

０ 
４,４５１,３００ 
８８０,８４７ 

△　４,９９４,０７４ 
１６,９５２,３９２ 
６,７３４,９２５ 
２３,６８７,３１７ 

２２４,２３４ 
４５,２３６ 
１１７,４７８ 

△ 　　２８,５５２ 
３４,４６０ 
２５８,９４５ 
１９,３６８ 
２１,６３０ 

０ 
１５０,１９８ 
１,４８２,４０８ 
３６１,３８４ 
２,６８６,７９０ 
３４１,１６４ 
３,０２７,９５４ 

支 出 の 部 

人 件 費 支 出  
教育研究経費支出 
管 理 経 費 支 出  
借入金等利息支出 
借入金等返済支出 
施 設 関 係 支 出  
設 備 関 係 支 出  
資 産 運 用 支 出  
そ の 他 の 支 出  
資金支出調整勘定 
支 出 計  
次年度繰越支払資金 
支 出 の 部 合 計  

科　　　　　　目　 平成13年度　  平成12年度　 　 前年比　　 
７,７５６,２８６ 
２,４１０,０５３ 
８０６,５２２ 
１５１,０８５ 
７１３,２１０ 
１,３７５,９８３ 
４６３,２６１ 
４,７８７,１６４ 
１,１３９,１８３ 

△　　７７５,１３０ 
１８,８２７,６１７ 
７,８８７,６５４ 
２６,７１５,２７１ 

８,０３７,３１３ 
２,５４６,５０３ 
６７８,２７８ 
１７８,７７９ 
５２３,２１０ 
６５３,８７３ 
４９０,９３３ 
３,８７５,７７０ 
５１６,８６０ 

△  　８９０,２９２ 
１６,６１１,２２８ 
７,０７６,０８９ 
２３,６８７,３１７ 

△  　２８１,０２７ 
△　  １３６,４５０ 

１２８,２４４ 
△　　 ２７,６９４ 

１９０,０００ 
７２２,１１０ 

△　　 ２７,６７２ 
９１１,３９４ 
６２２,３２３ 
１１５,１６２ 
２,２１６,３８９ 
８１１,５６５ 
３,０２７,９５４ 

資　　　　産　　　　の　　　　部 

土 地  
建 物  
構 築 物  
教育研究用機器備品 
その他の機器備品 
図 書  
車 輌  
建 築 仮 勘 定  
有 価 証 券  
長 期 貸 付 金  
貸 与 奨 学 金  
引 当 特 定 預 金  
差 入 保 証 金  
固 定 資 産 計  
現 金 預 金  
未 収 入 金  
短 期 貸 付 金  
貸 与 奨 学 金  
前 払 金  
立 替 金  
流 動 資 産 計  
合 計  

科　　　　　　目　 平成13年度　  平成12年度　 　 前年比　　 
１６,９３１,６５１ 
２０,８４７,３９０ 
２,３９６,０９８ 
１,５４８,１４５ 
２９６,１７６ 
５,２８１,６０２ 

３１３ 
５,１５０ 
２０,０００ 
９６,９３４ 
４４３,０９０ 

４１,２１９,３９２ 
５,７２０ 

８９,０９１,６６１ 
７,８８７,６５４ 
１８１,３９０ 
１９,８１６ 
１４５,４５２ 
５,０４４ 
３,３９２ 

８,２４２,７４８ 
９７,３３４,４０９ 

１７,２２３,３６６ 
２０,６０４,５１１ 
２,５６６,０８６ 
１,６５７,９８１ 
３０７,３２０ 
５,２７０,６４１ 

２９２ 
５,１５０ 
２０,０００ 
１００,０７８ 
５００,６９２ 

３８,２３１,３１６ 
７,６５８ 

８６,４９５,０９２ 
７,０７６,０８９ 
２４３,２０８ 
２６,４４５ 
１４２,９６６ 
２,７１１ 
１,４９２ 

７,４９２,９１０ 
９３,９８８,００３ 

△　　２９１,７１５ 
２４２,８７９ 

△　　１６９,９８８ 
△　　１０９,８３６ 
△　　  １１,１４４ 

１０,９６１ 
２１ 
０ 
０ 

△　　　３,１４４ 
△　　 ５７,６０２ 
２,９８８,０７６ 

△　　　１,９３８ 
２,５９６,５６９ 
８１１,５６５ 

△　　 ６１,８１８ 
△　　　 ６６２９ 

２,４８６ 
２,３３３ 
１,９００ 

７４９,８３８ 
３,３４６,４０６ 

２,０２２,７３０ 
７,９１４,１９４ 
９,９３６,９２４ 
３３９,９３０ 
７７２,４１８ 
４,６０１,４９８ 
１７９,５１１ 
５,８９３,３５７ 
１５,８３０,２８１ 

 
６３,０８０,１４４ 
１２,６９８,４７２ 
３,０９１,１２９ 
１,１８１,０００ 
８０,０５０,７４５ 

 
 
 

１,４５３,３８３ 
９７,３３４,４０９ 

 

２,６６２,６６０ 
８,００８,２１１ 
１０,６７０,８７１ 
４１３,２１０ 
８８６,２７０ 
４,４５１,３００ 
１５５,８０３ 
５,９０６,５８３ 
１６,５７７,４５４ 

 
６１,６４４,２９２ 
１１,０２４,８４８ 
２,１６７,９８２ 
１,１８１,０００ 
７６,０１８,１２１ 

 
 
 

１,３９２,４２８ 
９３,９８８,００３ 

△　  ６３９,９３０ 
△　　 ９４,０１７ 
△　  ７３３,９４７ 
△　　 ７３,２８０ 
△　  １１３,８５２ 

１５０,１９８ 
２３,７０８ 

△　　 １３,２２６ 
△　  ７４７,１７３ 

 
１,４３５,８５２ 
１,６７３,６２４ 
９２３,１４７ 

０ 
４,０３２,６２４ 

 
 
 

６０,９５５ 
３,３４６,４０６ 

 (単位:千円） 

負　債　及　び　基　本　金　の　部 

長 期 借 入 金  
退職給与引当金 
固 定 負 債 計  
短 期 借 入 金  
未 払 金  
前 受 金  
預 り 金  
流 動 負 債 計  
負 債 の 部 合 計  
 
第 1 号 基 本 金  
第 2 号 基 本 金  
第 3 号 基 本 金  
第 4 号 基 本 金  
基本金の部合計 
 
 
 
翌年度繰越消費収入超過額 
合 計  

科　　　　　　目　 平成13年度　  平成12年度　 　 前年比　　 

資金収支決算のポイント 
＜収入の部＞ 
●資産売却収入…… 
 
 
●前受金収入……… 
 
 
 
●その他の収入…… 
 
 
＜支出の部＞ 
●施設関係支出…… 
 
 
●資産運用支出…… 

貸借対照表のポイント 
＜資産の部＞ 
●固定資産………… 
 
 
 
 
●流動資産………… 
 
 
＜負債の部＞ 
●固定負債………… 
 
●流動負債………… 

 

消費収支決算の解説 
＜収入の部＞ 
●「学生納付金」は2億2,423万円増額となりました。
これは、平成13年度学費を全学加重平均で対前年比
0.61％の増額改定をしたこと、および在籍学生数が
増加したことによるものです。 
●「手数料」は4,523万円増額となりました。これは
オープンキャンパス１万人動員計画をはじめ大学全体
が志願者確保のために積極的に取り組んだことや入試
制度の多様化により、志願者数が増加したことによる
ものです。 
●「寄付金」は9,009万円増加となりました。これは
平成13年度から「京都産業大学教育振興資金」として
寄付をいただいたことによるものです。 
●「補助金」は収入科目のなかで唯一、昨年度より
2,855万円の減収となりました。これは国庫補助金の
大半を占めている「経常費補助金」は増加したものの、
文部科学省施設整備費等補助金が減少したことによる
ものです。 
●「資産運用収入」は3,446万円増加となりました。
これは今年度の特殊要因として平成3年度預入れの定
額貯金が満期となり、その利息が計上されたことによ
るものです。 
●「資産売却差額」は2,397万円の増加となりました。
これは追分グラウンドの売却益によるものです。 
●「事業収入」は1,936万円
増加となりました。これは積
極的な実学講座の展開およ
び受託事業収入の増加によ
るものです。 
●「雑収入」は3,973万円増
加となりました。これは各種
実学講座個人負担金等の増
加によるものです。 
●このように収入では「補助
金収入」を除くすべての科目
が前年度より増収となり、「帰属収入合計」では前年度
比4億4,854万円（2.7%）の増加の170億5,697
万円となっています。 
＜支出の部＞ 
●「人件費」は１億3,181万円（1.7%）の減少となり
ました。これは定年退職に加え選択定年制度を導入し
たことによる教職員数の減少によるものです。特に職
員においては、専任から嘱託・契約職員への雇用の切
替えがコスト削減につながりました。 
●「教育研究経費」は１億5,748万円（3.9％）の減少
となりました。これは電気等保守点検の業務をはじめ
とする各種業務の見直しにより節減を図りました。一方、
外国留学支援金の増額など本学重点施策では増加し
ています。 
●「管理経費」は１億2,802万円（15.2％）増加とな
りました。これはマネジメント研究科申請関係経費お
よび学内電柱撤去経費など一時的な経費の増加によ
るものです。 
●「資産処分差額」は2億2,433万円増加となりました。
これは図書をはじめとする固定資産の除却処分による
ものです。 
●「徴収不能額」は、本学貸与奨学金が本人死亡により
回収不能となったため、計上したものです。 
●このように支出においては、教育研究活動を低下さ
せないことを前提としながら、月々の状況を点検して
厳しく予算執行にあたった結果、「消費支出合計」は前
年度と比較して3,544万円（0.3%）の増加にとどまり、
129億6,339万円となりました。 
●今後の本学財政運営の基となる「基本金組入額」は、
昨年度より3億6,348万円（9.9％）増加の40億
3,262万円となりました。なお、消費収支決算の収支
全体では、「消費支出合計」が3,544万円増加したも
のの「帰属収入合計」が4億4,854万円増加したこと
により、いわゆる帰属収支差額（帰属収入－消費支出）
は4億1,309万円増加しました。 
●このように平成13年度消費収支の状況は、経済環
境が厳しさを増す中にあって、将来の固定資産取得の
ための「基本金組入額」の確保および、収入超過を維
持することができ、収支均衡のとれた決算となりました。 

総　括 
●平成13年度の決算は収支均衡のとれた良好な財政
運営を行うことができました。私立大学を取り巻く環
境が厳しさを増す中で、本学では「教学の充実」を経
営課題と捉え、今後この課題に対しては積極的に資金
を配分していきたいと考えています。また、平成14年
度予算の執行にあたっては、限られた財源を有効に配
分できているかを常に点検し、「学生サービスの充実」
に今まで以上に取り組んでいきたいと考えています。 
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